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Abstract 


The histological characteristics of the demaceaceous fungus “Phialophora verrucosa” 
was studied from the metastatic lymphadenitis of 23 years old house wife who had 
been suffering from cutaneous chromomycosis of the right leg since the age of 14 
years, and was previously reported by Nogita (1961) and later by Hakugawa (1964). 

At the time of examination in January 1968, she had had the granulomatous 
lesions on the hard palate and tonsils, and also bilateral infraauricular and submental 
Iymphadenopathy. 

The excised 1ymph-nodes on sectioning showed a dark-brown color and were not 
adherent to the surrounding tissue. The mycological examination revealed a dema- 
ceaceous fungi and Phialophora verracosa Was isolated. 

The histological examination showed that the causative fungi were profese in 
the necrotic tissue and in the granulomatous tissue that formed around the necrotic 
area. 'The morphology of the fungi were observed and varied in the tissue in which 
they were found. 

In the necrotic tissue the fungi showed mycelial form but in the granulomatous 
tissue or in the giant cells they showed spore type or sclerotic cells. 

The difference of the morphology of the parasites in the two different tissue 
was considered due to their pathogenicity and the host reaction. In the necrotic 
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area where the host reaction was weak the fungi grow rapidly and form the mycelial, 
but in the granulomatous tissue or in the giant cells, fungi produce spores or sclerotic 


cells, which are thought to be a more tolerant form. 


AE 


患者 は , 1945153 H 14 日 生ま れ , 現在 23 才 の Rh 
C, 12 才 時 以来 , 主として 右 下 朋 に 広範 な 洗 状 病変 を 
くり 返し て 来 た も の で , この 間 の 経過 こつ いて は , T 
で に 野 北 (1961), WJ (19600 が 報告 し て いる の で . 
ここ で は 概略 の み を 述べ る に 止め る . 

1959 年 , 患者 が 14 才 の 時 , すなわち 皮疹 発現 2 ヶ年 
後 , 当 科 外 来 を 訪 ず れ , 黒色 真菌 症 の 診断 を うけ て い 
る が , この と き の 主 病巣 は 右 下 服 上 5 の 内 側 よ り 後 方 
に か け て の 6 x 9 em 大 の 病巣 と , FEE EX PRE 
MOHIO8 x 5cm 大 の , いずれ も 典型 的 な 洗 状 病巣 
C, その 周辺 に 米粒 大 か ら 挫 指 頭 大 まで の , 大 小 の 病 
巣 が 散在 し て いた . 原因 菌 は 高橋 (1963) に より , 
Phialophora verrucosa Thaxter, 1915 と 同定 され 
た . 入院 後 , 外科 的 切除 , 電気 凝固 な ど に より , 一 応 
治癒 退院 し た が , FERID, ふた た び 前 回 の 手術 創 
縁 部 に 小 丘疹 , 小結 節 を 生じ , 急速 た 増大, 約 1 年 後 
に は , 旧 に 倍 する 巨大 な 病巣 を 生じ た . この た め 1962 
年 12 月 16 日 再 入院 , 種々 の 加療 を 受け て いる . 

これ ら の 2 回 共 , 皮疹 は 皮肉 の 黒点 に 始ま り , し だ 
い に 増 大 する と 共に 表面 に 鱗 誠 を 付 し , さら に 半球 状 
か ら 中 心 に 破 潰 傾向 を 有する 結節 を 生ずる よう に な 
5. さら に 拡大 すれ ば , 中 央 は 完全 に 破 潰 し , うす い 
黒色 な いし 紫色 調 を 帯び た . ÆR, 乳頭 状 の 肉芽 を 示 
す よ うに な り , と くに 第 2 回 目 の 入院 時 に は 主 病巣 は 
右 下 膨 面 積 の ほぼ ば 28 を 占め る 巨大 な 乳頭 状 腫 音 と な っ 
て お り , その 表面 は 大 豆 大 ある い は それ より 大 きい 粗 
KOBRBHAGZROS X OM, カリ フラ リー 様 の 外観 を 呈 
し て いた . この 2 回目 の 入院 時 , すでに 右 耳 介 後 方 に 
2 個 , BY eT, 股 部 に 計 8 個 の リン ペ 館 腫 大 を みて 
お り , 組織 学 的 お よび 真菌 検索 に より , PAB REO 
転移 な る こと が 確か め られ て いる . 

また , 1962 年 11 月 頃 よ り , 鼻 づ まり の た め 耳 鼻 科 受 
診 , 右上 鼻腔 下 甲 介 , SPRER, 灰白色 , 米粒 大 の 
結節 が 多数 認め られ , 咽頭 後 璧 に も , HET LRA 
芽 腫 様 変 化 を み , これ ら の 部 も , 同様 の 検索 こと ょ り 黒 
色 真 菌 症 の 新 病巣 で ある こと を 確認 し た こと は , HO 
報告 に みる 通り で ある . 

第 2 回 入院 時 , 下肢 の 皮疹 , リン ズバ 節 共 切 除 , BB 


例 


を 行こ な い , 退院 後 は 当 院 耳鼻 科 外 来 で , Amphoteri- 
cin-B の 局 注 に ょ る 治療 を つづ け て いた . 

と この ころ の 患者 は , 外観 上 , 皮疹 , リン ペ 節 腫 大 共 
に なく, 病巣 は 鼻腔 , 咽頭 後 騨 に の み 限 られ て いた 
AS, な お それ より 1965 年 に 至る まで , 2~3 個 の 症状 
皮疹 を 右 下 能 に 生じ て お り , その 都度 当 科 外 来 で 切除 
を 行なっ て 来 た . 

1967 年 2 月 頃 よ り , 前 回 と は 反対 側 の 左 耳 後部 に 1 
個 の リン ペ 節 腫 大 を 生じ (Photo 1 の 1 印 ), 以後 同 
9 月 頃 そ の 下部 に 1 個 ( 同 2)) さら に 右 額 下部 に 1 
個 (Photo 2 の 3 印 ) と 次 第 に 増 数 拡大 し て 来 た . こ 
の た め 再 度 当 科 を 訪 ず れ , 咽頭 後 璧 の KOH に よ ょ る 生 
Bec, 黒色 菌糸 の 見 出さ れ た こと より , 黒色 真菌 症 の 
リン 人 節 転 移 の 疑 で , 1968 年 1 月 8 日 , 当 科 に 入院 し 
た が , 当時 右 大 腸 伸 側 に , 前 回 手術 創 に 一 致し て , 1 
個 の 大 豆 大 の 琲 状 皮 疹 を 認め た . 

[入院 時 現 症 ] 体格 は , 身長 149.5cm, 体重 47kg と 
や や 小さ い . 栄養 可 . 脈 提 108, 整 , 緊張 良好 , 血圧 
104—66mmHg. i, 球 結膜 正常 . EKG に て sinus 
tachycardia を みた 以外 心 , 肺 打 聴 診 上 異常 な し . 腹 
部 は 妊娠 子宮 の た め 強 く 緊 満 し て いた が , 分 學 後 は , 
何ら 異常 を 認め な か っ た . 

Rech, 両 扇 桃 は ほとん ど 消 失 し て お り , Che 
り WW BREEBEICAXO C. BIKAR OBR OIE BAY 
着 し て いる が , その 下 に は 浅い ビラ ン 面 を 示す の み 
T, 肉芽 腫 性 病変 た み ら れ な い (photo 3), 

両 耳 下部 より 顕 下部 に か け て , 大 は 鶏卵 大 より , 小 
は 指 頭 大 まで の , 大 小 種々 の , 弾性 硬 の リン パ 節 腫 大 
を ふれ, 軽度 の 圧痛 を 示す . これ ら の リン < ペ 節 は , 独 
立 し て お り , 下 床 お よび 皮膚 と の 癒着 を 認め あめ ない. ま 
た , これ ら を お お う 皮 膚 も , まっ た く 正 常 で ある , 

右 大 腸 下方 前 面 に は , 大 豆 大 の 黒色 症状 の 典型 的 な 
皮疹 1 個 を みる . 

[検査 所 見 】 RBC 40857, Hb 9.2, g/dl, Het 
34.5%, WBC 12000 (Eo: 14, St: 5, Seg: 60, 
Ly: 16, Mo 5, と 強い 好 酸 球 増 多 を 認め る ), ER 
数 16.2 万 , 赤 沈 値 1 時 間 52mm, 2 時 間 104mm と 
JOUÉ. 


リン パ 節 転移 を 起 し た 黒色 真 


血清 梅 審 反応 3 法 共 陰 性 MARA 7.8, アル カ 
リ *・ フ ォ ス ファ ター ゼ 0 一 3, T.T.T. 2.3, ZnST 
6.7, GOT lu, GPT 9u, 総 コ レス テロ ー ル 230mg 
% RES EET.89 75, AL41.7%, gi-G1. 5.0, の 2-G1. 
15.1 C1 3, 8-,18.7 C15, T-Gl. 19.4, と の 2-G1. 
8-Gl の 増加 を 認め る . 免疫 電気 泳動 所 見 異常 な た し . 
CRP+1,ASLO 値 125X , (fii 4 22RI37.3mg 


%, R33 N 13mg%, 血清 Na 140.0 mEq/l. [HK 

4.0mEq/1, Cl 104.0mEq/l, Wk. 尿 特 に 異常 な し . 
入院 後 の 経過 ] 入院 時 , 中 攻 は 妊娠 9 ヶ月 日 で あ 
っ た た め 脱 県 の こと を 考え 々 , な ん ら の 楽 剤 , REEL 


DIE dS NX od 
母子 共に 異常 を 認め な か っ た 

T の た め 耳 鼻 科 に 依頼 し , : nm 
筋 上 こ 皮 切 を 加わ え , HF, ATF dogr RRCA 
連 珠 状 の 多数 の リン パ 節 を 摘出 し , Amphotericin-B 
1 次 的 に 縫合 し た . 
UPR ae AO, 周囲 と 
- 見 し て 区 別 出来 る 


2 月 10 日 , zT. 


50mg ifte, 


D SEU, 


良く , 順調 に 治癒 し , その 後 8 ヶ 月 
VEO fU AV. 
また 右 大 妥 の 皮疹 は 単純 な 切除 縫合 を 行なっ た . 
描出 " ン ペ 人 節 の 組織 学 的 検索 」 リン 2 委 は 本 来 の 
構造 を まっ た くも た だ た ず , -AR RIEKA L, それ 
AWN =< AFRICE D” DAT OA, すなわち 


ES 


壊死 巣 を 囲ん で , 線維 芽 細 胞 , 根上 皮 細 異物 型 巨 
diga CN Ge puer 


ラス マ 細 胞 , VY SERGE TS OMA bh, 
また 一 部 で は , 肉芽 組織 内 の 血管 の 新生 と 共に , ETE 
mo" も み ら れ る . 

これ ら の 類 上 皮 細 胞 , 巨 細胞 は , 比較 的 集合 し て 存 
(EL. これら の 間 は , 線維 化し た 組織 に お きか わっ て 
OS, HEREC, これ ら の 嘆 死 巣 お よび 肉芽 組織 


* 


黒色 真菌 症 と 一 般 に 呼ば れる 疾患 は 福 代 (1960) に 
Mac eed よる , doce EMO 


th a Du MEO Be 
に 下肢 , BCE FRR CH ODS, 他 
oe 通 の 形 で , 
組織 内 : こ は 褐色 の 大 形 胞 子 の 団塊 が 認め られ , RUE 
る と 黒色 真菌 が 生え を てく る.』 と され て いる . 

現在 . 文献 上 , 世界 で 400 例 以上 の 報告 が か あり, 
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の 中 に , 多数 の 褐色 の 菌 要素 が 散在 し て お り , これ ら 
は PAS 染 色 に より , さら に 良く 観察 さき れる. 

すなわち , PAS 陽 性 に 染色 され た 菌 は . 壊死 巣 内 


で は 比較 的 長い 真性 菌糸 , 仮性 菌糸 を 作っ て お り , Z 
れ に 対し , 肉芽 組織 内 特に 巨 細胞 内 で は , 同型 の 胞子 
型 ま だ た は いわ ゆる っ て お 
0, さら に これ ら の 間 に 菌 細胞 壁 の 破壊 産物 と お も わ 
れる PAS 陽 性 の 題 粒状 物 が み ら れ る (photo 4,5). 
真菌 学 的 検索 」 i 述 し た 1968 年 1 月 


“sclerotic cell" の 型 と な 


] 8 HOS KH 
my, 咽頭 病変 部 の 障 苔 中 に K O H 生 検 で 豊富 に 菌 要 
素 を 認め た が , 明 色 の 菌糸 と , Muf OR, 
資 黄 症 の 病原 体 と 思わ れる 菌糸 の 捉 在 を 示し て いた 
これ ら の 混在 歯 の た め 


aa 


に 黒色 菌 を 分 離す る こと が 出来 な か っ た が , その 寄生 
形態 より , 他 の リン 人 節 , RELOD - と 考え 
られ た . 

試験 切除 に よる 左 野 下 後 部 の リン ペ 節 , 大 態 部 皮疹 
より は いずれ も 黒色 調 を 示す RB Sabouraud's 


glucose agar 上 に 分 離す る こと が 出来 た . 


閑 の 発育 は 比較 的 速く , Sabouraud's glucose agar 
25~C 培 養 に て , 20 日 後 , 直径 45mm の 平 担 な 出 盤 状 集 
落 を 作る . PARULE b0 E9, それ より 浅い 放射 
状 潮 が か 6 ~ TA, 中 間 部 さま oe (b. RB Lae 
黒褐色 調 を 示し , その 上 に 集落 全般 に わた っ て , Pa 


Dade n Mq ue b 


J'RLEUR(GBUAORBBUNÓSAS 545 (photo 6), 
p 
N 


5 
また 同 培地 に よる 県 滴 秘 棒 で は Re 


び た 菌 糸 よ り 木 端 性 お よび 側 生 性 に 生じ た , 徳利 状 
の phialid の 頂点 か ら 胞子 の 形成 が 女 ら れ , 他 の 
Hormodendrum Æ, Acrotheca 型 の 胞子 展 必 は ま - 


た くみ られ な か っ た photo 7), 
以上 の 商学 的 所 見 ほ は , LORDS. 始め て こ 
り 分 離さ れ , 高橋 等 に より 報告 され た 時 と 


て いな いこ 


と を 示す . 


接 


の 分 布 は , 従来 中 南米 の 熱帯 地方 に 多い と され て いた 
が , 最近 の 本 邦 に お ける 報告 の 増加 は 著 る し く . 最近 
の 福 代 の 集計 に よれ ば , 1968 年 半ば まで に 約 60 例 が るみ 
られ る . 

本 邦 に お ける 症例 は 
の が 多く , 難治 の 印象 を 字 え て お り , さら に 
も 散見 され る が , Sonck (1959), Azulay ( 

は 良性 皮膚 疾患 と の 見 解 を と っ て いる 


か な り 9 広範 な 病巣 を 有する も 
死亡 例 等 
1959) 等 
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上 記 の 福 代 の 集計 で は 7 例 に 内 臓 も しく は リン ボ 節 
転移 が み ら れ て いる が , と くに 菌 学 的 な 特徴 は な いよ 
う で ある . 

本 症例 の 原因 菌 は , 野 北 人 等 に よる 初回 分 離 時 , 高橋 
に より Phialophora verrucosa と 同定 され た も の で あ 
る . 本 芳名 は , Carrion (1950) に よれ ば , 19154 
Lane & Medler が 分 離し た 菌 に 対 し , Thaxter が 
命名 し た も の で あり , 1950 年 まで に , 同様 の 菌 が 世界 
で 6 例 (合衆国 4. ウル シグ ア イ 1 , アル ジェ 1) み ら 
れ て いる が , 本 邦 に お いて も , その 後 1968 年 まで に 本 
例 の 他 , 青木 例 (香川 例 ) WH, 儀 保 例 の 計 3 例 が 
み ら れ て いる . 

いずれ $ も 女性 例 で あり , 本 症例 を 除き , 背部 , EE 
と Azulay, Sonck 等 の 統計 に 比較 し , や や 異な っ た 
部 位 に 発生 し て いる の が 目 に つく . 3 例 の うち , リン 
バ パ 節 転移 の み ら れ た も の は 本 症例 の み で あり , TOR 
織 学 的 所 見 に つい て は 前 述 し た が , 今回 は これ に つ 
き , 若干 の 考察 を の べ る . 

福 代 も 示し た 如く , Phialophora verrucosa に よる 
黒色 真菌 症 の 組織 学 的 特徴 と し て は , CORA, ho 
黒色 真菌 症 の 原因 菌 に 比 し , 皮膚 病巣 内 に お いて , W 
RAZ LD BWI ERDF OND. 本 邦 3 例 に つい て 
b, この こと は 明確 に 示さ れ て お り , 他 の 菌 が 皮膚 病 
巣 に お いて は Sclerotic cell の 形 を と り , 内 臓 に 転 
移 を 起 し た 場合 の み , は じ め て 菌糸 型 を と と る こと を 考 
REE, これ が この 菌 の 大 き な 特 徴 を 示す も の と 思わ 
れる . 

Phialophora verrucosa は ] 和 群 の 黒色 真菌 症 の 病原 
Wio5t, 胞子 造 生 器 と し て phialid の み を 作る 点 
より , Fonsecaea pedrosoi 群 よ り 区 別 さ れる $ も の で 
ある が , Carrion も 示す よう に , その 他 の 性 状 に お い 
て は , 他 と の 大 き な 差 異 は み ら れ な い . 

し か し な が ちら, Fonsecaea pedrosoi に 比 し phialid 
の み 、( こ より 胞子 形成 を 行こ な 5 Phialo phora verrucosa 
が 組織 内 形態 に お いて , 他 菌 と 異な る 態度 を と る こと 
は 非常 に 面白 いこ と で あり , 今後 の , 生物 学 的 検索 を 
要する も の と 考え る . 


ま 


23 才 の 家 雪 に み ら れ た Phialophora verrucosa に 
よる 頒 部 リン ペ 節 病変 の 組織 学 的 所 見 と , BROWSE 
態 に つき , 若干 の 考察 を 加え た . 

菌 は 壊死 組織 内 で は 菌糸 型 を , 肉芽 種 も し く は 巨 


Fi, 本 症例 の 病変 リン パ バ 節 組織 内 に お いて み ら れ 
た Pnialophora verpucosa の 態度 は , 本 菌 に お ける 
形態 と 生活 力 の 関係 を 示唆 する も の で ある . ICE 
われ て いる 如く , 軒 色 真菌 症 の 原因 菌 の sclerotic 
cell iX, 一 種 の 耐久 型 の 細胞 で ある と 思わ れる . 
Silva (1957), West (1967) 等 は , 種々 の 培地 に 
お いて pnhialophora verrucosa を 含む 黒色 真菌 の 
sclerotic cell 形成 を し ら べ , 同一 菌 種 に お いて も , 
菌株 間 で 差 が あり , 一 定 の 傾向 の な いこ と を 示し て い 
る が , 本 例 に 示す 如き , 実際 の 寄生 時 に お いて は , 
host-parasite relationship が , その 大 き な 要 因 に な 
る も の と 思わ れる . 

本 例 の 病変 リン ペ 節 に お いて , 壊死 組織 内 に お ける 

RAs C D, AGA, 巨 細 胞 内 に お いて は 胞 
子 型 また は sclerotic cell の 形態 を 多く 示し た こと 
は , 後者 の 形態 が host の 抵抗 の 強い 状態 に お いて 現 
われ る もの と 解釈 され る 。 この こと は 春川 1964) 
が , 自 験 例 に お いて , 真皮 病巣 内 に お いて , 始め 菌糸 
型 を 示し た Phialophora verrucosa 75 Amphotericin- 
B の 局 注 に よる 治療 に よって, scleerotic cell DH 
を 取る よう に な っ た こと を 述べ て いる こと より ゃ 裏 付 
けさ れる 。 そし て Phialophora verrucosa か 皮膚 病巣 
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の うち で も , 病原 性 の 強い 一 も し く は dermophilic 
な 菌 で ある こと を 示す も の で は な か ろう か . 
し か し な が ら , H Phialophora verrucosa は 黒色 
真菌 症 の 病原 菌 の うち , あま り 大 き な 頻 度 を 示し て い 
な い . 黒色 真菌 症 の 病原 菌 は , その 正確 な 分 布 は 不明 
で ある が , 一 般 に 自然 界 に お いて 植物 に 付着 し て いる 
と され , CANADA に お いて パルプ より 分 離さ れ た 
Cado phora americana (X, その 形態 , 免疫 学 的 特性 
が , Phialophora verrucosa と まっ た だ たく 同一 と 応 わ れ 
5. (Carrion) そし て 黒色 真菌 症 の 原因 菌株 に お いて 
Pnialophora verrucosa の 割合 の すく な いこ と は , Á 
然 界 に お ける 黒色 真菌 の 分 布 に 一 致す る も の と 推 祭 さ 
れる . 


め 


細胞 内 で は 胞子 刑 ま た は sclerotic cell と な る こと 
が 多く , これ は host の 抵抗 力 の , 部 位 に よる 強弱 に 
ふも と ずく も の と 推察 し た . 
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Nutrition of Phialophora 
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Photo. 1.  Lymphadenopathy of the neck. 


Photo. 2. Same with above 


Photo. 3. Granulomatous lesions on the hard palate and tonsisl. 
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Photo. 4. Mycelial-type fungal elements seen Photo, 5. Spore-type fungal elements in the 
in the necrotic tissue formed in the granulomatous tissue. PAS stain, 
Iymph-nodes.PAS stain, 800X. 800X. 
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Photo. 6. 29days colony oh Sabouraud 's glucose Photo. 7. Hanging drop culture on Sabouraud's 
agar at room temperature, glucose agar. 


